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審査対象論文は、作業療法の定義が多様である現状を背景に、各国での作業療法の定義をテキスト
マイニングすることで、文章の特徴や単語の分類を行い、各国の作業療法の定義に共通する意味や特
徴の抽出を目的としている。その際に、主観的な解釈に陥りやすいテキストマイニングの手法として、
機械学習を用いた自然言語処理技術を応用した解析手法を用いることで解析結果の妥当性を高めると
いう、新規性が極めて高く、先進技術を積極的に取り入れた挑戦的な研究である。
各国の作業療法の定義文章を構成する各英語単語と「occupationaltherapy Jとの類似度を解析し、
高類似語を抽出しただけでなく、それらを潜在的なカテゴリに分類する自然言語処理手法を活用する
ことで主観性を排除した高類似単語聞の関係性を分析している（トピックモデル）。さらに、得られた
トピックの構成比率からクラスタリング分析手法を活用して各国の作業療法定義の類似度を解析し
て、その結果を用いた考察につなげている。先進的かっ難易度の高い技術で、ある自然言語処理手法を
全面的に駆使して、最終的には各国の作業療法の定義に共通する意味合いやその特徴が 3つの概念で、
構成されることと、各国の定義はこの 3つの概念のいずれかの特徴を示すことを明らかにしており、
研究目的に対応した結論を得るまで、に至っている。
また、医療系研究者には敷居の高い先進技術の計算機による機械学習の自然言語処理技術の処理環
境を自力で構築している点で論文審査対象者の能力の高さが認められる。この技術分野は日進月歩で
あり、多様な処理技術（開発プラットフォームや援用ツールなど）が次々と現れて乱立する中、研究
開始時点で利用可能な処理技術の選択肢から適切な手法を選択している。さらに、機械学習の万能性
を過信せず、技術的な制約や限界を的確に把握した上で、研究デザインを構築しており、その制約や
限界も適切に認識している。具体的には、本論文の内容的な問題点として、機械学習を行う上での学
習データセットの少なさや、学習結果の妥当性検証が十分に行われていないという事項が指摘できる。
しかし、少ないデータセットから学習結果を得る方法として複数の選択肢を検討した上で本論文の手
法を選択していること、結果の妥当性検証も方法論を模索した上で適切な手法が見つからないため行
わなかったことなどを過不足なく説明できる発表能力とコミュニケーション能力を有している。
以上より、審査対象論文は、将来的に活用が本格化すると予想される高度な先進技術を用いること
で主観的な解釈を極力排除した研究デザインによって、作業療法の専門性と職業的アイデンティティ
ーを客観的に分析するに至った価値の高い論文であり、修士の学位としては十分なレベルに到達して
いると認められ、合格と判定した。
